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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2026年２月 12日に公表いたしました

2026 年 12 月期（2026 年１月１日～2026 年 12 月 31 日）の連結業績予想につき、下記の通りお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１. 通期業績予想の修正 

(１) 2026 年 12 月期 連結業績予想数値の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,760 

百万円 

500 

百万円 

707 

百万円 

493 

円 銭 

29.31 

今回修正予想（Ｂ） 5,050 400 643 546 32.33 

増減額（Ｂ－Ａ） △710 △100 △64 53  

増減率（％） △12.3 △20.0 △9.2 10.8  

（ご参考）前期実績 

（2025 年 12 月期） 
4,788 293 443 485 28.99 

 

(２) 通期業績予想の修正の理由 

2026 年 12 月期の連結業績は、当期純利益を上方修正し、売上高、営業利益、経常利益を下方修正い

たします。一部小売・ガソリンスタンド店等を中心に決済取扱高が伸び悩んだこと、また中国からの

訪日客数の減少等のマクロ情勢及び端末販売における新端末移行措置を背景に、当社グループの主力

事業である決済関連売上が当初の想定を下回る見込みとなりました。当初の業績予想では、原油高な

どに起因するマクロ情勢に伴う決済取扱高の減少による影響は想定しておらず、かつ影響は限定的と

想定しておりました。ただし回復が想定より遅れていること、また新端末販売を想定よりも慎重に進

めていることを背景に、当期中の売上計上が不確実となったことから、売上高の予想を下方修正いた

します。利益面につきましては、費用は概ね当初の想定を下回る見込みであるものの、売上高の減少

に伴い、営業利益及び経常利益の予想を下方修正いたします。 

一方、税金費用の見積りを見直した結果、親会社株主に帰属する当期純利益の予想につきましては、

前回予想を若干上回る見込みとなりました。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成されたものであ

り、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以上 


